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第68号

第32話 「議長」

♬ああ　川の流れのように…名曲「川の
流れのように」の一節です。日本の美を
人生にたとえて唄われています。
　陽気な5月ともなれば、万物が活性化
し、当然大気も大きく動いています。さ
らに、入道雲が現れる頃は、豪雨に注意
しなければならなくなるでしょう。
　編集委員会では、白石町の豪雨災害が
なくなる白石調「川の流れのように」を
作ってみました。
♬ああ　川の流れのように　とめどなく
水は海（有明海）に　旅するだけ
　役場から、事前排水の放送がありまし
たら、ゲート役員さん・ポンプ役員さん
は、この歌を口ずさんで事前排水の作業
にご協力お願いします。

（岸川）

議長とは
※議長と副議長は、議員の中から選挙
で選ばれます。議長は議会を代表す
るとともに議場の秩序を守り、会議
を進めます。副議長は議長が出席で
きないときなどに議長の代わりを務
めます。

●馬田地区（宿班）の災害（冠水）防止に関する要望
提出者　馬田区長　俵野利幸

●町道弁財線他地区内道路改良に関する要望
提出者　六府方区長　千布和正

●須古校区の大雨時冠水被害縮減対策要望
提出者　須古地区区長会会長　香月文敏

●豪雨（大雨）排水について要望
提出者　六角校区区長会会長　川﨑良則

そえじま  み  あ

一般質問をYouTube動画配信！
　一般質問の動画をスマート
フォンやタブレットで視聴でき
るようになりました。
　一般質問のページをお開き
いただき、QRコードを読み取り
ください。

■ P2　　　 3月議会概要、賛否一覧

■ P3　　　 特集  「総合計画を問う」

■ P4～13　一般質問で町政を問う

■ P14　　  現地視察レポート

■ P15　　  意見書

■ P16　　  最近の議会活動、視察来町

■ P17　　  議員紹介

■ P18　　  要望書、編集後記

広報委員　委 員 長　定松弘介
　　　　　副委員長　友田香将雄
　　　　　委　　員　中村秀子　重富邦夫　岸川信義　吉岡正博
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特
集

３月定例議会概要
　3月定例議会は、3月4日から16日までの13日間で行いました。
町長から、令和4度当初予算や条例、契約、第3次総合計画など追加議案を含め16件の議案が提出され、
各議案は本会議での審査を経て可決しました。
　一般質問は10人が行い、農家・漁業者支援、
治水対策、まちづくり、高齢者福祉、空き家
対策、環境問題などについて、執行部の考え
を質しました。
　また、議員発議により2件の意見書を可決
し、佐賀県知事及び国の関係機関に対し提出
しました。

令和3年度一般会計補正予算（第9号）

※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数となった場合は議長が裁決権を行使します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否一覧
結果

可決

賛成 …… ○ 反対 …… ● 欠席 …… 欠

1
月
臨
時
会

議
案
番
号

1

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決2

第3次総合計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決8

令和3年度一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決9

令和3年度国民健康保険特別会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決10

令和3年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決11

令和3年度下水道事業会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決12

令和4年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決13

令和4年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決14

令和4年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決15

令和4年度下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決16

白石中学校仮設校舎建設・解体工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決17

国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決3

令和3年度馬田樋管排水ポンプ設置工事請負契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決5

人権擁護委員候補者の推薦（横尾良人氏） 異議ない
旨答申6

住ノ江漁港水産生産基盤整備事業桟橋施設
第2期工事請負契約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○可決4

3
月
定
例
会

令和4年3月議会定例会には、22人
の傍聴者にお越しいただきました。
皆さんの傍聴をお待ちしています！

議
会
概
要

　賛
否
一
覧

全 員 賛 成

人権擁護委員候補者の推薦（山口恵子氏） 異議ない
旨答申7 全 員 賛 成

基本計画

　町の第３次総合計画が、３月議会に提案されました。総合計画は、
まちづくりを進めるうえで最も上位に位置づけられる計画です。
　議員からは、実施計画の策定や目標値について質問がありました。

実施計画

（令和4年度～令和7年度）

（令和4年度～令和7年度）

　まちづくりの目指す姿、それを達成する
ために必要な施策の大綱、各施策の分野ご
との基本的施策を示したもの。

　基本計画の目標を達成するために具体的
な事業を示したもの。

総合計画を問う

　令和４年度から７年度まで４年間の第３次

総合計画が、３月議会に提案されました。

　総合計画は、目指す「まち」の将来像と進

むべき方向を明確に示し、町民と共有する

「まちづくりの指針」となります。その基本

計画として、「ゆとりある快適な住みよいま

ち【町の基盤整備】」など６章19節からなり、

「子育て支援」など37の施策について、《めざ

すべき方向》《現況と課題》《主な取組み》《成

果指標》が示されています。（詳しくは、町

ホームページをご覧ください）

　この計画は、国連で採択された持続可能な

目標である「SDGs」と本町の抱えている課

題と関連づけされており、わかりやすい計画

書となっています。

　実施計画が同時に提出されなかったことや

目標値の根拠が不明確であることなどの質問

がありました。

　総合計画の理念である「人と大地がうるお

い輝く豊穣のまち」を目指して、議会側も議

論を活性化していきたいと考えています。

　議員から次の賛成討論がおこなわれ、全員

賛成で可決しました。

（賛成討論の要旨）

　総合計画の実現にむけては、議会側も重

い責任を負う。

　ついては、これからの決算報告時に実施

計画の進捗状況を説明するとともに、

PDCAサイクルにより適切な事務事業の

改善に努めることを求める。

　計画期間内であっても、状況の変化に応

じ議会の意見を十分に勘案しながら、適切

に見直すことをあわせて求めたい。

PDCAサイクル＝「Plan計画→Do実行→Check
評価→Action改善」を繰り返しおこなうこと
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定

開
業
さ
れ
る
。
J
R
の

普
通
列
車
や
特
急
を
通

勤
や
通
学
で
利
用
し
て

い
る
町
民
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

総
合
戦
略
課
長
　
当
面

影
響
は
少
な
い
だ
ろ
う

と
考
え
る
が
、
並
行
在

来
線
と
な
る
長
崎
本
線

の
肥
前
山
口
駅
か
ら
諫

早
駅
間
は
列
車
運
行
を

J
R
九
州
が
、
駅
舎
な

ど
鉄
道
施
設
の
維
持
管

理
を
佐
賀
県
と
長
崎
県

が
協
同
で
担
う
「
上
下

分
離
式
」
に
よ
る
運
営

に
移
行
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
に
伴
い
大
幅
な
ダ
イ

ヤ
変
更
が
予
想
さ
れ
る

認
識
し
て
お
り
、
農
家

の
生
産
意
欲
が
衰
退
し

な
い
よ
う
支
援
策
を
含

め
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

議
員
　
こ
の
ま
ま
で
は
、

白
石
平
野
か
ら
米
作
り

が
な
く
な
る
こ
と
も
危

惧
さ
れ
る
。
稲
作
農
家

へ
の
次
期
作
支
援
補
助

金
を
補
正
予
算
に
て
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
か
。

町
長
　
本
町
独
自
の
稲

作
に
対
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
は
、
農
家
の
生

産
意
欲
の
衰
退
を
防
ぐ

手
段
と
し
て
今
後
検
討

し
た
い
。

議
員
　
自
作
地
で
の
米

の
生
産
で
さ
え
収
入
を

支
出
が
上
回
り
、
赤
字

と
な
っ
て
い
る
現
状
で

生
産
意
欲
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
る
。
最
終
的

に
精
算
し
た
状
況
は
。

農
業
振
興
課
長
　
標
準

的
な
生
産
費
に
お
い
て

計
算
す
る
と
１
俵
当
た

り
約
１
万
１
、
１
８
０

円
の
手
取
単
価
が
な
い

と
マ
イ
ナ
ス
（
減
）
と

な
る
。

議
員
　
全
国
で
は
稲
作

農
家
の
経
営
安
定
と
離

農
を
防
ぐ
た
め
に
米
価

下
落
に
よ
る
減
収
分
を

助
成
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
本
町
独
自
の

農
家
支
援
を
。

農
業
振
興
課
長
　
本
町

農
業
に
お
い
て
米
の
生

産
は
基
幹
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
価
格
の
下
落

は
農
家
経
営
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と

１
万
８
０
０
円
、「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」
９
、
５
０

０
円
、「
さ
が
び
よ
り
」

１
万
２
、
８
０
０
円
。
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当
た
り
の
標
準
的
な
生

産
費
用
は
９
万
５
８
２

円
と
な
っ
て
い
る
。 友田　香将雄 議員

議
員
　
流
域
治
水
対
策

事
業
の
状
況
は
。

建
設
課
長
　
令
和
３
年

豪
雨
も
含
め
た
内
水
解

析
モ
デ
ル
の
作
成
等
調

査
検
証
中
で
あ
り
、
６

月
末
ま
で
に
策
定
す
る
。

議
員
　
治
水
の
重
要
点

は
、
過
去
の
被
害
状
況

を
数
値
化
・
デ
ー
タ
化

し
、「
み
え
る
化
」
を
経

て
検
証
し
、
今
後
の
災

害
を
予
測
す
る
こ
と
と

考
え
る
が
。

農
村
整
備
課
長
　
地
域

毎
に
用
排
水
調
整
会
議

を
開
催
し
、
農
業
用
水

路
の
事
前
排
水
の
状
況
、

河
川
も
含
め
た
溢
水
状

況
、
水
の
流
れ
、
ゲ
ー

ト
操
作
の
操
作
可
否
等

を
状
況
収
集
し
て
い
る
。

排
水
時
の
ゲ
ー
ト
操
作

に
つ
い
て
は
慣
行
と
し

て
閉
ま
っ
て
い
る
若
し

く
は
操
作
不
可
の
場
所

な
ど
の
確
認
が
と
れ
て

い
る
。

建
設
課
長
　
大
雨
時
の

排
水
は
、
状
況
の
理
解

が
関
係
者
間
で
で
き
て

い
な
い
と
う
ま
く
い
か

な
い
。
新
し
い
対
策
に

向
か
っ
て
情
報
を
更

新
・
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

議
員
　
六
角
川
分
水
路

計
画
に
お
け
る
本
町
の

考
え
方
は
。

町
長
　
大
町
か
ら
下
流

に
か
け
た
河
道
掘
削
も

併
せ
た
対
策
が
必
要
と

の
考
え
。
分
水
路
に
つ

い
て
反
対
し
て
お
ら
ず
、

分
水
路
以
外
の
方
法
も

含
め
た
流
域
治
水
を
進

め
た
い
。

議
員

議
員

議
員

町
長

議
員

建
設
課
長

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

議
員

総
合
戦
略
課
長

議
員

総
合
戦
略
課
長

農
業
振
興
課
長

建
設
課
長

農
村
整
備
課
長

答 問
新
し
い
対
策
に
向
け
情
報
の
更
新
・
共
有
が
必
要

豪
雨
災
害
時
の
被
害
状
況
を
「
み
え
る
化
」
す
る

必
要
は

答 問
教
職
員
の
多
忙
な
公
務
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る

学
校
現
場
に
お
け
る
D
X
化
に
つ
い
て
の

考
え
方
は

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

処
分
方
法
見
直
し
は

答
慎
重
な
議
論
が
必
要

議
員
　
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
は
。
本

町
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
導
入
が
遅
れ
て
い
る
。

先
日
の
新
聞
で
は
教
職

員
の
ス
キ
ル
に
不
安
が

あ
る
と
の
記
事
も
出
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
向
け
た

教
職
員
へ
の
支
援
策
を

問
う
。

学
校
教
育
課
長
　
令
和

２
年
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
お
よ
び
各
学
校
に
無

線
L
A
N
の
整
備
、
令

和
３
年
に
電
子
黒
板
の

整
備
。
今
年
１
月
に
は

公
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
整

備
も
併
せ
て
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　
教
職
員
へ
の
支
援
は

昨
年
夏
よ
り
I
C
T
支

援
員
を
通
じ
た
研
修
、

授
業
で
は
教
材
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
学
校
現
場
に
お

け
る
D
X
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
導
入
に
つ

い
て
は
現
在
計
画
に
無

く
、
国
の
動
向
を
注
視

し
導
入
を
進
め
る
。

D
X
化
は
教
職
員
の
多

忙
な
公
務
の
負
担
軽
減

に
繋
が
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
は
町
内
学

校
サ
ー
バ
ー
を
一
箇
所

に
集
約
し
業
務
の
効
率

化
を
図
る
予
定
。

議
員
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
処
分
方
法
の
見

直
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

生
活
環
境
課
長
　
本
町

で
は
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
を
継
続
し
つ
つ
、

法
律
の
趣
旨
を
町
民
の

皆
様
に
周
知
を
行
い
、

ご
み
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

町
長
　
白
石
町
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
慎
重

に
議
論
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

議
員

学
校
教
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課
長
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員

学
校
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長
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員

生
活
環
境
課
長

町
長
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へ
の

支
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要
で
は

農
家
の
生
産
意
欲
の
衰
退
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ぐ
手
段
と
し
て

検
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し
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い

問答
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
の
た
め
の
整
備
は

上
下
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離
後
、
様
々
な
場
面
を
想
定
し
な
が
ら

決
定
し
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

吉岡　英允 議員

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
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に
よ
り
米
価
が
下
落

し
、
稲
作
農
家
の
所
得

が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
。
米
価
と
生
産
費
用

に
つ
い
て
問
う
。

農
業
振
興
課
長
　
60
㎏

あ
た
り
「
夢
し
ず
く
」

が
、
便
数
保
持
を
要
望

し
て
い
く
。

議
員
　
駅
周
辺
の
整
備

と
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
や

安
全
の
確
保
を
す
る
た

め
の
整
備
を
一
般
社
団

法
人
佐
賀
・
長
崎
鉄
道

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
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線
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に
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が
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と
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え
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の
か
。

総
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課
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響
は
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う
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が
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並
行
在

来
線
と
な
る
長
崎
本
線

の
肥
前
山
口
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か
ら
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早
駅
間
は
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車
運
行
を
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州
が
、
駅
舎
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ど
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を
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と
長
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が
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で
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う
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下
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に
よ
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運
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に
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に
伴
い
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幅
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イ

ヤ
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更
が
予
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る
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し
て
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、
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が
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を
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議
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で
は
、
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平
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と
も
危

惧
さ
れ
る
。
稲
作
農
家

へ
の
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期
作
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補
助

金
を
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正
予
算
に
て
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と
は
で
き
な
い
も

の
か
。
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本
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独
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の
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作
に
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に
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て
は
、
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家
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意
欲
の
衰
退
を
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ぐ

手
段
と
し
て
今
後
検
討

し
た
い
。

議
員
　
自
作
地
で
の
米

の
生
産
で
さ
え
収
入
を

支
出
が
上
回
り
、
赤
字

と
な
っ
て
い
る
現
状
で

生
産
意
欲
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
る
。
最
終
的

に
精
算
し
た
状
況
は
。

農
業
振
興
課
長
　
標
準

的
な
生
産
費
に
お
い
て

計
算
す
る
と
１
俵
当
た

り
約
１
万
１
、
１
８
０

円
の
手
取
単
価
が
な
い

と
マ
イ
ナ
ス
（
減
）
と

な
る
。

議
員
　
全
国
で
は
稲
作

農
家
の
経
営
安
定
と
離

農
を
防
ぐ
た
め
に
米
価

下
落
に
よ
る
減
収
分
を

助
成
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
本
町
独
自
の

農
家
支
援
を
。

農
業
振
興
課
長
　
本
町

農
業
に
お
い
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米
の
生
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は
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と
な
る
も
の

で
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、
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格
の
下
落

は
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経
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円
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い
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員
　
流
域
治
水
対
策

事
業
の
状
況
は
。

建
設
課
長
　
令
和
３
年

豪
雨
も
含
め
た
内
水
解

析
モ
デ
ル
の
作
成
等
調

査
検
証
中
で
あ
り
、
６

月
末
ま
で
に
策
定
す
る
。

議
員
　
治
水
の
重
要
点

は
、
過
去
の
被
害
状
況

を
数
値
化
・
デ
ー
タ
化

し
、「
み
え
る
化
」
を
経

て
検
証
し
、
今
後
の
災

害
を
予
測
す
る
こ
と
と

考
え
る
が
。

農
村
整
備
課
長
　
地
域

毎
に
用
排
水
調
整
会
議

を
開
催
し
、
農
業
用
水

路
の
事
前
排
水
の
状
況
、

河
川
も
含
め
た
溢
水
状

況
、
水
の
流
れ
、
ゲ
ー

ト
操
作
の
操
作
可
否
等

を
状
況
収
集
し
て
い
る
。

排
水
時
の
ゲ
ー
ト
操
作

に
つ
い
て
は
慣
行
と
し

て
閉
ま
っ
て
い
る
若
し

く
は
操
作
不
可
の
場
所

な
ど
の
確
認
が
と
れ
て

い
る
。

建
設
課
長
　
大
雨
時
の

排
水
は
、
状
況
の
理
解

が
関
係
者
間
で
で
き
て

い
な
い
と
う
ま
く
い
か

な
い
。
新
し
い
対
策
に

向
か
っ
て
情
報
を
更

新
・
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

議
員
　
六
角
川
分
水
路

計
画
に
お
け
る
本
町
の

考
え
方
は
。

町
長
　
大
町
か
ら
下
流

に
か
け
た
河
道
掘
削
も

併
せ
た
対
策
が
必
要
と

の
考
え
。
分
水
路
に
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い
て
反
対
し
て
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、

分
水
路
以
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の
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も
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た
流
域
治
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を
進
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。
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課
長
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振
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長
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長
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課
長
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課
長

建
設
課
長
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備
課
長

答 問
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し
い
対
策
に
向
け
情
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の
更
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・
共
有
が
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要

豪
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災
害
時
の
被
害
状
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を
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み
え
る
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」
す
る

必
要
は
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教
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の
多
忙
な
公
務
の
負
担
軽
減
に
繋
が
る

学
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現
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に
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け
る
D
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に
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い
て
の

考
え
方
は

問
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

処
分
方
法
見
直
し
は

答
慎
重
な
議
論
が
必
要

議
員
　
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
は
。
本

町
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
導
入
が
遅
れ
て
い
る
。

先
日
の
新
聞
で
は
教
職

員
の
ス
キ
ル
に
不
安
が

あ
る
と
の
記
事
も
出
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
向
け
た

教
職
員
へ
の
支
援
策
を

問
う
。

学
校
教
育
課
長
　
令
和

２
年
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
お
よ
び
各
学
校
に
無

線
L
A
N
の
整
備
、
令

和
３
年
に
電
子
黒
板
の

整
備
。
今
年
１
月
に
は

公
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
整

備
も
併
せ
て
お
こ
な
っ

て
い
る
。

　
教
職
員
へ
の
支
援
は

昨
年
夏
よ
り
I
C
T
支

援
員
を
通
じ
た
研
修
、

授
業
で
は
教
材
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
学
校
現
場
に
お

け
る
D
X
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
導
入
に
つ

い
て
は
現
在
計
画
に
無

く
、
国
の
動
向
を
注
視

し
導
入
を
進
め
る
。

D
X
化
は
教
職
員
の
多

忙
な
公
務
の
負
担
軽
減

に
繋
が
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
は
町
内
学

校
サ
ー
バ
ー
を
一
箇
所

に
集
約
し
業
務
の
効
率

化
を
図
る
予
定
。

議
員
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
処
分
方
法
の
見

直
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

生
活
環
境
課
長
　
本
町

で
は
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ

ク
ル
を
継
続
し
つ
つ
、

法
律
の
趣
旨
を
町
民
の

皆
様
に
周
知
を
行
い
、

ご
み
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

町
長
　
白
石
町
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
慎
重

に
議
論
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

議
員

学
校
教
育
課
長

議
員

学
校
教
育
課
長

議
員

生
活
環
境
課
長

町
長
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問答
流
域
治
水
推
進
事
業
の
今
後
の
対
応
方
針
つ
い
て

伺
う

治
水
対
策
メ
ニ
ュ
ー
短
期
・
中
期
・
長
期
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
て
い
き
ま
す

問
本
町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と

支
援
策
は

答
早
期
把
握
・
適
切
な

支
援
が
行
え
る
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い

問答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）は

非
常
時
に
優
先
的
に
行
う
業
務
を
決
め
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
滞
ら
せ
な
い
よ
う
策
定
し
て
い
る

問答
高
齢
化
の
中
で
生
涯
学
習
は

健
や
か
で
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
不
可
欠

問答
子
ど
も
医
療
施
費
助
成
の
拡
大
は

財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
十
分
検
討
し
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

中村　秀子 議員

議
員
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
業
務
継
続
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
教
員
や
保
育
士

な
ど
が
勤
務
で
き
な
い

場
合
の
対
応
と
ゴ
ミ
収

集
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
は
。

で
46
箇
所
の
サ
ロ
ン
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
健

康
体
操
を
主
に
し
た
サ

ロ
ン
は
28
箇
所
で
あ
る
。

介
護
予
防
の
必
要
性
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
な
い

な
ど
が
開
設
に
な
ら
な

い
課
題
で
あ
る
。
令
和

４
年
度
に
は
介
護
予
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を

目
的
に
「
認
知
症
・
ロ

コ
モ
予
防
教
室
」
を
開

催
す
る
。

議
員
　
生
涯
学
習
の
各

種
講
座
の
在
り
方
は
。

現
在
の
講
座
の
状
況
は
。

ほ
っ
と
有
明
ク
ラ
ブ
で

の
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル

の
状
況
と
町
の
支
援
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
高
齢

化
率
が
35
％
を
上
回
る

昨
今
、
高
齢
者
が
健
や

議
員
　
地
域
の
サ
ロ
ン

の
開
設
状
況
は
。
ま
た
、

開
設
で
き
な
い
課
題
と
、

開
設
に
向
け
た
町
の
支

援
は
。

長
寿
社
会
課
長
　
町
内

で
は
地
区
公
民
館
な
ど

総
務
課
長
　
計
画
は
、令

和
２
年
度
に
策
定
し
て

い
る
。
非
常
時
に
優
先
的

に
行
う
業
務
を
決
め
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
滞
ら
せ

な
い
よ
う
し
て
い
る
が
、

状
況
に
応
じ
て
各
課
と

協
力
し
対
応
し
た
い
。

保
健
福
祉
課
長
　
保
育

士
が
感
染
し
保
育
士
が

不
足
す
る
場
合
、
自
宅

で
保
育
可
能
な
場
合
は

登
園
自
粛
を
お
願
い
し
、

人
員
、
設
備
基
準
を
柔

軟
に
取
り
扱
い
可
能
な

限
り
保
育
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

生
活
環
境
課
長
　
ゴ
ミ

収
集
の
業
者
に
は
感
染

対
策
の
研
修
会
を
行
う

と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
の
発
送
を
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢

者
へ
の
発
送
時
に
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
業
者
で
は
２

班
体
制
に
し
て
班
員
が

接
触
し
な
い
工
夫
を
し

て
い
る
。

議
員
　
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
見
守
り
と
支

援
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
マ
ス

ク
等
の
感
染
予
防
対
策

を
し
て
３
密
を
避
け
な

が
ら
見
守
り
を
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
陽
性
等
の

場
合
は
、
町
で
は
感
染

者
等
を
把
握
で
き
な
い

が
本
人
か
ら
依
頼
が
あ

れ
ば
買
い
物
支
援
等
で

き
る
。

か
で
心
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
生
涯
学
習
は

不
可
欠
で
あ
る
。
昨
年

は
27
件
の
生
涯
学
習
講

座
を
開
設
し
た
。
参
加

者
は
シ
ニ
ア
層
と
子
供

が
多
く
男
性
が
少
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
は

現
状
を
踏
ま
え
多
種
多

様
な
講
座
を
届
け
た
い
。

ま
た
、
白
石
の
歴
史
を

学
ぶ
講
座
も
準
備
し
た

い
。

議
員
　
ほ
っ
と
有
明
ク

ラ
ブ
の
状
況
と
支
援
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
地
域

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
（
ミ
ニ
テ
ニ
ス
）、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ヨ
ー

ガ
を
行
っ
て
お
り
２
６

０
名
の
会
員
が
活
動
し

て
い
る
。
町
で
は
入
会

受
付
や
交
流
事
業
の
企

画
等
に
つ
い
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

溝口　誠 議員

議
員
　
六
角
川
領
域
治

水
対
策
に
つ
い
て
、
国

や
県
と
流
域
市
町
の
協

議
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
六
角
川
水

系
に
お
け
る
流
域
全
体

で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
「
六
角
川
水
系
流
域

治
水
協
議
会
」
を
令
和

３
年
12
月
20
日
に
開
催

し
、
令
和
３
年
度
末
ま

で
に
「
新
・
六
角
川
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

議
員
　
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
に
よ
り
、
疾
病

の
早
期
治
療
と
保
護
者

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
現
状

は
。

　
ま
た
、
高
校
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
助
成
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

保
健
福
祉
課
長
　
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
は
、

出
生
か
ら
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
を
対
象
と
し

て
い
る
。
令
和
２
年
度

決
算
で
約
７
，
１
２
０

万
円
を
支
出
し
、
財
源

は
県
費
と
町
費
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
は
、
子
育
て
支
援
の

主
要
な
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
。
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
後
十
分
検

討
し
た
い
。

議
員
　
本
町
で
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と

支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
課
長
　
実
態

の
把
握
は
、
非
常
に
難

し
い
が
今
の
と
こ
ろ
対

象
者
は
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
把
握
す
る
に
は
、

学
校
、
地
域
の
民
生
委

員
、
児
童
委
員
、
多
様

な
関
係
機
関
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
あ
る
。

早
期
把
握
と
適
切
な
支

援
が
行
え
る
環
境
を
つ

く
り
、
子
ど
も
の
負
担

を
減
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
取
り
組
み
た
い
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
「
短
期
・

中
期
・
長
期
」
と
併
せ

て
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

を
取
り
ま
と
め
る
と
な

っ
て
い
る
。
内
容
は

「
内
水
を
流
す
・
内
水
を

貯
め
る
・
人
命
を
守
る
」

の
３
本
柱
と
し
河
川
浚

渫
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
や
ダ

ム
、
ク
リ
ー
ク
な
ど
の

事
前
放
流
、
内
水
カ
メ

ラ
の
新
規
設
置
な
ど
ま

た
、
国
の
事
業
と
し
て

激
特
事
業
で
六
角
川
河

道
掘
削
を
馬
田
橋
下
流

ま
で
延
長
し
湛
水
池
の

設
置
が
行
わ
れ
る
。

議
員
　
流
域
治
水
推
進

事
業
に
お
け
る
内
水
の

解
説
状
況
と
そ
れ
に
伴

う
今
後
の
対
応
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長
　「
流
域
治
水

対
策
推
進
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
現
在
内
水
解

折
モ
デ
ル
が
概
ね
完
了

し
、
治
水
対
策
メ
ニ
ュ

ー
の
検
討
を
県
な
ど
関

係
機
関
の
意
見
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
策
定
し
、

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

建
設
課
長

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

長
寿
社
会
課
長

議
員

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

保
健
福
祉
課
長

生
活
環
境
課
長

議
員

建
設
課
長

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

保
健
福
祉
課
長
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に
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る
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る
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和

４
年
度
に
は
介
護
予
防

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を

目
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る
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も
に
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
の
発
送
を
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢

者
へ
の
発
送
時
に
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
業
者
で
は
２

班
体
制
に
し
て
班
員
が

接
触
し
な
い
工
夫
を
し

て
い
る
。

議
員
　
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
見
守
り
と
支

援
は
。

保
健
福
祉
課
長
　
マ
ス

ク
等
の
感
染
予
防
対
策

を
し
て
３
密
を
避
け
な

が
ら
見
守
り
を
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
陽
性
等
の

場
合
は
、
町
で
は
感
染

者
等
を
把
握
で
き
な
い

が
本
人
か
ら
依
頼
が
あ

れ
ば
買
い
物
支
援
等
で

き
る
。

か
で
心
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
生
涯
学
習
は

不
可
欠
で
あ
る
。
昨
年

は
27
件
の
生
涯
学
習
講

座
を
開
設
し
た
。
参
加

者
は
シ
ニ
ア
層
と
子
供

が
多
く
男
性
が
少
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
は

現
状
を
踏
ま
え
多
種
多

様
な
講
座
を
届
け
た
い
。

ま
た
、
白
石
の
歴
史
を

学
ぶ
講
座
も
準
備
し
た

い
。

議
員
　
ほ
っ
と
有
明
ク

ラ
ブ
の
状
況
と
支
援
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
地
域

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
（
ミ
ニ
テ
ニ
ス
）、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ヨ
ー

ガ
を
行
っ
て
お
り
２
６

０
名
の
会
員
が
活
動
し

て
い
る
。
町
で
は
入
会

受
付
や
交
流
事
業
の
企

画
等
に
つ
い
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

溝口　誠 議員

議
員
　
六
角
川
領
域
治

水
対
策
に
つ
い
て
、
国

や
県
と
流
域
市
町
の
協

議
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
六
角
川
水

系
に
お
け
る
流
域
全
体

で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
「
六
角
川
水
系
流
域

治
水
協
議
会
」
を
令
和

３
年
12
月
20
日
に
開
催

し
、
令
和
３
年
度
末
ま

で
に
「
新
・
六
角
川
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

議
員
　
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
に
よ
り
、
疾
病

の
早
期
治
療
と
保
護
者

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
現
状

は
。

　
ま
た
、
高
校
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
助
成
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

保
健
福
祉
課
長
　
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
は
、

出
生
か
ら
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
を
対
象
と
し

て
い
る
。
令
和
２
年
度

決
算
で
約
７
，
１
２
０

万
円
を
支
出
し
、
財
源

は
県
費
と
町
費
で
あ
る
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
は
、
子
育
て
支
援
の

主
要
な
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
。
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
は
、
今
後
十
分
検

討
し
た
い
。

議
員
　
本
町
で
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と

支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉
課
長
　
実
態

の
把
握
は
、
非
常
に
難

し
い
が
今
の
と
こ
ろ
対

象
者
は
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
把
握
す
る
に
は
、

学
校
、
地
域
の
民
生
委

員
、
児
童
委
員
、
多
様

な
関
係
機
関
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
あ
る
。

早
期
把
握
と
適
切
な
支

援
が
行
え
る
環
境
を
つ

く
り
、
子
ど
も
の
負
担

を
減
ら
し
て
い
け
る
よ

う
に
取
り
組
み
た
い
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
「
短
期
・

中
期
・
長
期
」
と
併
せ

て
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

を
取
り
ま
と
め
る
と
な

っ
て
い
る
。
内
容
は

「
内
水
を
流
す
・
内
水
を

貯
め
る
・
人
命
を
守
る
」

の
３
本
柱
と
し
河
川
浚

渫
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
や
ダ

ム
、
ク
リ
ー
ク
な
ど
の

事
前
放
流
、
内
水
カ
メ

ラ
の
新
規
設
置
な
ど
ま

た
、
国
の
事
業
と
し
て

激
特
事
業
で
六
角
川
河

道
掘
削
を
馬
田
橋
下
流

ま
で
延
長
し
湛
水
池
の

設
置
が
行
わ
れ
る
。

議
員
　
流
域
治
水
推
進

事
業
に
お
け
る
内
水
の

解
説
状
況
と
そ
れ
に
伴

う
今
後
の
対
応
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長
　「
流
域
治
水

対
策
推
進
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
現
在
内
水
解

折
モ
デ
ル
が
概
ね
完
了

し
、
治
水
対
策
メ
ニ
ュ

ー
の
検
討
を
県
な
ど
関

係
機
関
の
意
見
等
を
参

考
に
し
な
が
ら
策
定
し
、

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

建
設
課
長

総
務
課
長

保
健
福
祉
課
長

長
寿
社
会
課
長

議
員

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

保
健
福
祉
課
長

生
活
環
境
課
長

議
員

建
設
課
長

議
員

保
健
福
祉
課
長

議
員

保
健
福
祉
課
長
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問答
保
健
事
業
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
活
用
の
評
価
は

事
業
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
強
化
及
び
評
価
を

実
施
し
た
い
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
る

答
し
っ
か
り
検
討
し
、
再
編
を
進
め
る

問
有
明
の
新
設
小
は
、
令
和
22
年
度
は
適
正
規
模

下
回
る
が

問答
小
学
校
開
校
が
、
遅
く
な
る
感
じ
が
す
る
が

社
会
変
化
が
大
き
く
、
検
討
を
指
示
し
た

問答
審
議
会
答
申
か
ら
２
年
経
過
、
状
況
変
化
は

出
生
数
は
、
予
想
よ
り
大
き
く
減
少

一
般
質
問

一
般
質
問

吉岡　正博 議員

議
員
　
小
学
校
の
統
合

再
編
計
画
は
、
中
学
校

を
参
考
に
す
る
と
、
令

和
４
年
度
策
定
を
予
想

す
る
。
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

学
校
教
育
課
長
　
慎
重

に
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

議
員
　
今
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
答
弁
が
無
い
の

は
、
令
和
８
・
10
年
度

開
校
が
遅
く
な
る
感
じ

が
す
る
。
町
長
は
、
指

示
ま
た
容
認
か
。

町
長
　
審
議
会
の
検
討

は
、
コ
ロ
ナ
の
無
い
時
。

答
申
後
、
社
会
変
化
が

大
き
く
、
検
討
を
指
示

し
た
。

議
員
　
学
校
統
合
再
編

審
議
会
の
答
申
か
ら
２

年
が
経
過
し
、
状
況
変

化
が
あ
る
が
。

総
合
戦
略
課
長
　
有
明

海
沿
岸
道
路
の
開
通
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
人
口
増

の
兆
候
と
な
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。

学
校
教
育
課
長
　
学
級

数
は
、
35
人
学
級
移
行

よ
り
、
児
童
数
減
の
影

響
大
き
い
。

　
出
生
数
は
、
予
想
よ

り
大
き
く
減
少
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
新

た
な
事
業
は
、
注
視
す

る
。

　
学
校
施
設
の
多
機
能

化
は
、
頭
に
置
く
。

　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

は
、
統
合
再
編
に
影
響

な
い
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
の

妊
娠
届
出
数
に
、
感
染

症
の
影
響
は
見
ら
れ
な

い
。

主
任
指
導
主
事
　
小
学

校
の
教
科
担
任
制
は
、

小
規
模
校
で
は
配
置
が

む
ず
か
し
い
現
状
が
あ

る
。

議
員
　
町
長
は
、
学
校

設
置
者
と
し
て
、
先
程

の
状
況
変
化
を
ど
う
考

え
指
示
す
る
の
か
。

町
長
　「
し
っ
か
り
見
極

め
な
さ
い
」
と
指
示
し

て
い
る
。

議
員
　
ど
う
進
め
る
か

は
、
政
治
家
で
あ
る
町

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
は
な
い
か
。

　
町
長
の
後
援
会
資
料

に
「
小
中
学
校
の
再
編

を
進
め
る
」
と
あ
り
、

議
会
で
も
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
取
り
組
む
」

と
答
弁
さ
れ
た
。

　「
子
ど
も
を
通
わ
せ
た

い
学
校
」「
町
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
学
校
」

を
、
早
く
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
が
大
事
。
教

育
的
視
点
に
加
え
、「
町

を
売
り
出
す
」
視
点
か

ら
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
期
待
す
る
。

　
審
議
会
の
答
申
は
、

「
適
正
規
模
の
視
点
か

ら
、
２
校
が
望
ま
し
い
」

と
あ
る
。
有
明
の
新
設

小
学
校
は
、
令
和
22
年

度
は
適
正
規
模
を
下
回

る
予
想
だ
が
、
町
長
の

考
え
は
。

町
長
　「
下
回
っ
た
ら
、

ま
た
再
編
す
れ
ば
よ
い
」

で
は
な
い
。
し
っ
か
り

検
討
し
、
再
編
を
進
め

る
。

内野　さよ子 議員

議
員
　
保
健
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
健
康
・

医
療
情
報
を
活
用
し
て

P
D
C
A
（
計
画
・
実

施
・
評
価
・
改
善
）
サ

イ
ク
ル
に
沿
っ
た
効
率

的
な
保
健
事
業
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
国
民

健
康
保
険
の
特
定
健
診

の
受
診
率
は
。

住
民
課
長
　
平
成
28
年

度
か
ら
40
％
台
で
年
々

伸
び
て
い
た
が
、
令
和

２
年
度
35
・
５
％
、
令

施
」
の
取
り
組
み
状
況

と
課
題
は
何
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
検
診

の
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら

課
題
を
整
理
し
、
役
場

関
係
各
課
、
ま
た
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
・
薬

剤
師
会
と
も
、
協
力
し

連
携
実
施
し
て
い
る
。

健
康
障
害
の
リ
ス
ク
の

高
い
方
へ
の
ハ
イ
リ
ス

ク
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ま
た

サ
ロ
ン
等
へ
の
講
話
指

導
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て

い
る
が
、
課
題
と
し
て

自
己
管
理
意
識
の
向
上

の
た
め
、
健
診
の
必
要

性
に
つ
い
て
周
知
に
努

め
た
い
。

和
３
年
度
は
40
％
を
超

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

議
員
　
後
期
高
齢
者
医

療
の
健
診
受
診
率
は
。

住
民
課
長
　
令
和
２
年

度
は
31
・
４
％
で
あ
り
、

全
国
平
均
よ
り
高
い
。

議
員
　
国
民
健
康
保
険

事
業
に
お
け
る
特
定
保

健
指
導
の
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
活
用
の
評
価
は
。

保
健
福
祉
課
長
　「
動
機

付
け
支
援
」「
積
極
的
支

援
」
の
合
計
実
施
率
は

約
50
〜
60
％
で
あ
り
、

対
象
者
へ
の
個
別
指
導

を
３
箇
月
か
ら
６
箇
月

実
施
し
て
い
る
。
事
業

の
評
価
ま
で
は
至
ら
ず
、

令
和
４
年
度
は
保
健
指

導
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
員

し
、
指
導
の
強
化
及
び

評
価
を
実
施
し
た
い
。

議
員
　
令
和
３
年
度
か

ら
実
施
の
高
齢
者
保
健

事
業
の
「
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実

問答
町
と
地
域
間
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

必
要
で
は

令
和
４
年
度
、「
町
民
協
働
検
討
会
」
の
中
で

進
め
て
い
く

議
員
　
学
校
以
外
の
公

共
施
設
の
再
編
計
画
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
末
に
決
定
さ
れ
て
い

る
。
各
学
校
の
跡
地
問

題
な
ど
ま
ち
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
て
い
く

事
が
重
要
と
考
え
る
が
。

副
町
長
　
学
校
以
外
の

公
共
施
設
の
再
編
計
画
、

小
中
学
校
の
統
合
再
編

進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

学
校
跡
地
問
題
な
ど
最

善
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
総
合
的
に
考

え
て
い
く
。

議
員
　
地
域
づ
く
り
に

お
け
る
提
言
書
に
あ
る

活
動
拠
点
、
財
源
の
問

題
や
補
助
金
の
仕
組
み

な
ど
課
題
も
多
い
が
、

町
と
地
域
間
に
お
け
る

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
等

が
必
要
と
考
え
る
が
。

総
合
戦
略
課
長
　
令
和

４
年
度
「
町
民
協
働
検

討
会
議
」
の
中
で
進
め

て
行
く
予
定
で
あ
る
。

議
員

住
民
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

住
民
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

副
町
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

学
校
教
育
課
長

議
員

学
校
教
育
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

町
長

町
長

保
健
福
祉
課
長

主
任
指
導
主
事

町
長
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小
学
校
の
統
合

再
編
計
画
は
、
中
学
校

を
参
考
に
す
る
と
、
令

和
４
年
度
策
定
を
予
想

す
る
。
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

学
校
教
育
課
長
　
慎
重

に
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

議
員
　
今
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
答
弁
が
無
い
の

は
、
令
和
８
・
10
年
度

開
校
が
遅
く
な
る
感
じ

が
す
る
。
町
長
は
、
指

示
ま
た
容
認
か
。

町
長
　
審
議
会
の
検
討

は
、
コ
ロ
ナ
の
無
い
時
。

答
申
後
、
社
会
変
化
が

大
き
く
、
検
討
を
指
示

し
た
。

議
員
　
学
校
統
合
再
編

審
議
会
の
答
申
か
ら
２

年
が
経
過
し
、
状
況
変

化
が
あ
る
が
。

総
合
戦
略
課
長
　
有
明

海
沿
岸
道
路
の
開
通
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
人
口
増

の
兆
候
と
な
っ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。

学
校
教
育
課
長
　
学
級

数
は
、
35
人
学
級
移
行

よ
り
、
児
童
数
減
の
影

響
大
き
い
。

　
出
生
数
は
、
予
想
よ

り
大
き
く
減
少
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
新

た
な
事
業
は
、
注
視
す

る
。

　
学
校
施
設
の
多
機
能

化
は
、
頭
に
置
く
。

　
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

は
、
統
合
再
編
に
影
響

な
い
。

保
健
福
祉
課
長
　
町
の

妊
娠
届
出
数
に
、
感
染

症
の
影
響
は
見
ら
れ
な

い
。

主
任
指
導
主
事
　
小
学

校
の
教
科
担
任
制
は
、

小
規
模
校
で
は
配
置
が

む
ず
か
し
い
現
状
が
あ

る
。

議
員
　
町
長
は
、
学
校

設
置
者
と
し
て
、
先
程

の
状
況
変
化
を
ど
う
考

え
指
示
す
る
の
か
。

町
長
　「
し
っ
か
り
見
極

め
な
さ
い
」
と
指
示
し

て
い
る
。

議
員
　
ど
う
進
め
る
か

は
、
政
治
家
で
あ
る
町

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
は
な
い
か
。

　
町
長
の
後
援
会
資
料

に
「
小
中
学
校
の
再
編

を
進
め
る
」
と
あ
り
、

議
会
で
も
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
取
り
組
む
」

と
答
弁
さ
れ
た
。

　「
子
ど
も
を
通
わ
せ
た

い
学
校
」「
町
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
学
校
」

を
、
早
く
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
が
大
事
。
教

育
的
視
点
に
加
え
、「
町

を
売
り
出
す
」
視
点
か

ら
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
期
待
す
る
。

　
審
議
会
の
答
申
は
、

「
適
正
規
模
の
視
点
か

ら
、
２
校
が
望
ま
し
い
」

と
あ
る
。
有
明
の
新
設

小
学
校
は
、
令
和
22
年

度
は
適
正
規
模
を
下
回

る
予
想
だ
が
、
町
長
の

考
え
は
。

町
長
　「
下
回
っ
た
ら
、

ま
た
再
編
す
れ
ば
よ
い
」

で
は
な
い
。
し
っ
か
り

検
討
し
、
再
編
を
進
め

る
。

内野　さよ子 議員

議
員
　
保
健
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
健
康
・

医
療
情
報
を
活
用
し
て

P
D
C
A
（
計
画
・
実

施
・
評
価
・
改
善
）
サ

イ
ク
ル
に
沿
っ
た
効
率

的
な
保
健
事
業
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
国
民

健
康
保
険
の
特
定
健
診

の
受
診
率
は
。

住
民
課
長
　
平
成
28
年

度
か
ら
40
％
台
で
年
々

伸
び
て
い
た
が
、
令
和

２
年
度
35
・
５
％
、
令

施
」
の
取
り
組
み
状
況

と
課
題
は
何
か
。

保
健
福
祉
課
長
　
検
診

の
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら

課
題
を
整
理
し
、
役
場

関
係
各
課
、
ま
た
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
・
薬

剤
師
会
と
も
、
協
力
し

連
携
実
施
し
て
い
る
。

健
康
障
害
の
リ
ス
ク
の

高
い
方
へ
の
ハ
イ
リ
ス

ク
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ま
た

サ
ロ
ン
等
へ
の
講
話
指

導
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て

い
る
が
、
課
題
と
し
て

自
己
管
理
意
識
の
向
上

の
た
め
、
健
診
の
必
要

性
に
つ
い
て
周
知
に
努

め
た
い
。

和
３
年
度
は
40
％
を
超

え
る
見
込
み
で
あ
る
。

議
員
　
後
期
高
齢
者
医

療
の
健
診
受
診
率
は
。

住
民
課
長
　
令
和
２
年

度
は
31
・
４
％
で
あ
り
、

全
国
平
均
よ
り
高
い
。

議
員
　
国
民
健
康
保
険

事
業
に
お
け
る
特
定
保

健
指
導
の
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
活
用
の
評
価
は
。

保
健
福
祉
課
長
　「
動
機

付
け
支
援
」「
積
極
的
支

援
」
の
合
計
実
施
率
は

約
50
〜
60
％
で
あ
り
、

対
象
者
へ
の
個
別
指
導

を
３
箇
月
か
ら
６
箇
月

実
施
し
て
い
る
。
事
業

の
評
価
ま
で
は
至
ら
ず
、

令
和
４
年
度
は
保
健
指

導
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
員

し
、
指
導
の
強
化
及
び

評
価
を
実
施
し
た
い
。

議
員
　
令
和
３
年
度
か

ら
実
施
の
高
齢
者
保
健

事
業
の
「
保
健
事
業
と

介
護
予
防
の
一
体
的
実

問答
町
と
地
域
間
に
お
け
る
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が

必
要
で
は

令
和
４
年
度
、「
町
民
協
働
検
討
会
」
の
中
で

進
め
て
い
く

議
員
　
学
校
以
外
の
公

共
施
設
の
再
編
計
画
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
末
に
決
定
さ
れ
て
い

る
。
各
学
校
の
跡
地
問

題
な
ど
ま
ち
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
て
い
く

事
が
重
要
と
考
え
る
が
。

副
町
長
　
学
校
以
外
の

公
共
施
設
の
再
編
計
画
、

小
中
学
校
の
統
合
再
編

進
捗
状
況
を
見
な
が
ら

学
校
跡
地
問
題
な
ど
最

善
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
総
合
的
に
考

え
て
い
く
。

議
員
　
地
域
づ
く
り
に

お
け
る
提
言
書
に
あ
る

活
動
拠
点
、
財
源
の
問

題
や
補
助
金
の
仕
組
み

な
ど
課
題
も
多
い
が
、

町
と
地
域
間
に
お
け
る

「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
等

が
必
要
と
考
え
る
が
。

総
合
戦
略
課
長
　
令
和

４
年
度
「
町
民
協
働
検

討
会
議
」
の
中
で
進
め

て
行
く
予
定
で
あ
る
。

議
員

住
民
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

住
民
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

副
町
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

学
校
教
育
課
長

議
員

学
校
教
育
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

議
員

町
長

町
長

保
健
福
祉
課
長

主
任
指
導
主
事

町
長
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問答
水
稲
・
大
豆
へ
の
種
子
代
の
助
成
は
で
き
な
い
か

生
産
意
欲
が
衰
退
し
な
い
よ
う
に
検
討
し
て
い
く

問答
白
石
樋
門
の
底
盤
を
下
げ
る
改
修
が
必
要
で
は

国
や
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く

一
般
質
問

一
般
質
問

井﨑　好信 議員

●白岩地区果樹園視察 ●消防入退団式

議
員
　
米
価
の
下
落
で

農
家
は
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
認
識
は
ど
う

考
え
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
業
務
用
米

の
需
要
の
低
迷
が
大
き

い
。

議
員
　
令
和
４
年
産
米

の
作
付
計
画
は
。

農
業
振
興
課
長
　
収
益

性
の
高
い
「
さ
が
び
よ

り
」
に
移
行
し
て
い
る
。

議
員
　
収
入
削
減
影
響

緩
和
対
策
に
よ
る
補
填

の
対
象
は
。

議
員
　
今
期
の
海
苔
養

殖
は
秋
芽
、
冷
凍
網
が

不
作
で
あ
っ
た
。
振
興

策
と
し
て
白
石
樋
門
の

底
盤
を
下
げ
る
改
修
を

す
る
こ
と
で
有
明
干
拓

地
先
の
漁
場
改
善
と
只

江
川
の
排
水
対
策
に
効

果
が
あ
る
の
で
は
。

町
長
　
流
域
治
水
推
進

事
業
の
調
査
で
50
㎝
高

く
な
っ
て
い
る
。
国
・

県
へ
強
く
要
望
し
て
い

く
。

重富　邦夫 議員

議
員
　
建
物
火
災
な
ど

被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支

援
策
は
。

総
務
課
長
　
町
か
ら
の

支
援
は
、
固
定
資
産
税

の
減
免
や
仮
住
ま
い
と

し
て
町
営
住
宅
に
入
居

で
き
る
支
援
が
あ
る
。

　
ま
た
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
や
佐
賀
県
共
同

募
金
会
、
日
本
赤
十
字

社
か
ら
基
準
に
基
づ
き
、

見
舞
金
や
毛
布
、
バ
ス

タ
オ
ル
な
ど
日
用
品
の

支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
。

議
員
　
建
物
火
災
に
か

か
る
解
体
工
事
や
廃
棄

物
処
理
費
用
は
非
常
に

高
額
と
な
り
、
被
災
者

に
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

生
活
環
境
課
長
　
一
般

的
に
建
物
火
災
に
よ
る

残
存
物
の
処
理
費
用
は
、

通
常
の
２
倍
か
ら
３
倍

近
く
に
な
る
傾
向
に
あ

る
。
火
災
に
よ
る
残
存

物
は
、
さ
が
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
一

般
廃
棄
物
と
し
て
搬
入

で
き
、
民
間
の
処
理
施

設
よ
り
処
理
費
用
は
安

く
済
む
と
思
わ
れ
る
。

条
件
も
あ
る
た
め
、
ま

ず
は
役
場
へ
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
現
地
を
確
認

し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
搬
入
調
整
や

条
件
緩
和
な
ど
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問答
建
物
火
災
に
よ
る
残
存
物
の
処
理
費
用
は
、

被
災
者
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
調
整
や

条
件
緩
和
な
ど
協
力
し
た
い

農
業
振
興
課
長
　
現
段

階
で
は
確
定
は
出
来
て

い
な
い
。

議
員
　
収
入
保
険
の
保

険
料
の
一
部
を
助
成
し

た
が
、
そ
の
後
の
加
入

状
況
は
。

農
業
振
興
課
長
　
約
２

倍
と
な
り
事
業
効
果
が

出
て
い
る
。

議
員
　
次
期
作
支
援
と

し
て
水
稲
、
大
豆
へ
の

種
子
の
助
成
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
農
家
の
生
産
意

欲
が
衰
退
し
な
い
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
コ
ロ
ナ
対
応
臨

時
交
付
金
の
充
当
は
で

き
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
今
年
度
の
転
作

率
は
。

農
業
振
興
課
長
　
前
年

度
並
の
38
・
61
％
に
決

定
し
た
。

議
員
　
従
事
者
の
減
少

や
高
齢
化
で
離
農
者
が

増
加
し
担
い
手
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
。

農
業
振
興
課
長
　
稼
げ

る
農
業
を
実
践
す
る
農

業
人
口
増
加
を
目
指
し

て
い
く
。

議
員
　
農
地
の
保
全
維

持
管
理
に
対
す
る
支
援

策
を
国
に
求
め
て
い
く

べ
き
で
は
。

農
業
振
興
課
長
　
維
持

保
全
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
て
い
く
。

議
員
　
生
産
費
が
増
大

し
て
い
る
。
小
作
料
を

引
き
下
げ
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
小
作
料
は
、
借
手
と

貸
手
の
間
で
決
定
さ
れ

る
が
、
農
業
委
員
会
と

し
て
は
、
貸
借
料
の
情

報
提
供
を
行
い
、
適
切

な
価
格
と
な
る
よ
う
案

内
し
て
い
く
。

問答
消
防
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
べ
き
で
は

団
員
一
人
ひ
と
り
が
得
意
分
野
で
活
躍
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
行
い
た
い

議
員
　
消
防
団
活
動
に

地
元
の
高
校
生
が
参
加

す
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、

防
災
意
識
の
向
上
や
次

世
代
の
担
い
手
育
成
な

ど
様
々
な
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
消
防
団
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
消
防
団
活
動

は
危
険
を
伴
う
こ
と
が

多
く
、
高
校
生
が
消
防

団
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
大
変
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
高
校
生
を
対
象
と
し

た
出
前
講
座
な
ど
を
通

し
て
、
消
防
団
を
知
る

き
っ
か
け
を
作
り
、
防

災
意
識
の
向
上
や
将
来

の
消
防
団
員
の
確
保
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
消
防
団
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
べ

き
で
は
。

総
務
課
長
　
今
後
は
、

消
防
団
員
の
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
船
舶
免
許

な
ど
資
格
の
調
査
を
行

い
、
団
員
一
人
ひ
と
り

が
得
意
分
野
で
活
躍
で

き
る
組
織
づ
く
り
、
火

災
や
水
害
、
行
方
不
明

者
捜
索
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
事
態
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

議
員

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

生
活
環
境
課
長

議
員

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
振
興
課
長

企
画
財
政
課
長

町
長
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問答
水
稲
・
大
豆
へ
の
種
子
代
の
助
成
は
で
き
な
い
か

生
産
意
欲
が
衰
退
し
な
い
よ
う
に
検
討
し
て
い
く

問答
白
石
樋
門
の
底
盤
を
下
げ
る
改
修
が
必
要
で
は

国
や
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く

一
般
質
問

一
般
質
問

井﨑　好信 議員

●白岩地区果樹園視察 ●消防入退団式

議
員
　
米
価
の
下
落
で

農
家
は
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
認
識
は
ど
う

考
え
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
業
務
用
米

の
需
要
の
低
迷
が
大
き

い
。

議
員
　
令
和
４
年
産
米

の
作
付
計
画
は
。

農
業
振
興
課
長
　
収
益

性
の
高
い
「
さ
が
び
よ

り
」
に
移
行
し
て
い
る
。

議
員
　
収
入
削
減
影
響

緩
和
対
策
に
よ
る
補
填

の
対
象
は
。

議
員
　
今
期
の
海
苔
養

殖
は
秋
芽
、
冷
凍
網
が

不
作
で
あ
っ
た
。
振
興

策
と
し
て
白
石
樋
門
の

底
盤
を
下
げ
る
改
修
を

す
る
こ
と
で
有
明
干
拓

地
先
の
漁
場
改
善
と
只

江
川
の
排
水
対
策
に
効

果
が
あ
る
の
で
は
。

町
長
　
流
域
治
水
推
進

事
業
の
調
査
で
50
㎝
高

く
な
っ
て
い
る
。
国
・

県
へ
強
く
要
望
し
て
い

く
。

重富　邦夫 議員

議
員
　
建
物
火
災
な
ど

被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支

援
策
は
。

総
務
課
長
　
町
か
ら
の

支
援
は
、
固
定
資
産
税

の
減
免
や
仮
住
ま
い
と

し
て
町
営
住
宅
に
入
居

で
き
る
支
援
が
あ
る
。

　
ま
た
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
や
佐
賀
県
共
同

募
金
会
、
日
本
赤
十
字

社
か
ら
基
準
に
基
づ
き
、

見
舞
金
や
毛
布
、
バ
ス

タ
オ
ル
な
ど
日
用
品
の

支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
。

議
員
　
建
物
火
災
に
か

か
る
解
体
工
事
や
廃
棄

物
処
理
費
用
は
非
常
に

高
額
と
な
り
、
被
災
者

に
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

生
活
環
境
課
長
　
一
般

的
に
建
物
火
災
に
よ
る

残
存
物
の
処
理
費
用
は
、

通
常
の
２
倍
か
ら
３
倍

近
く
に
な
る
傾
向
に
あ

る
。
火
災
に
よ
る
残
存

物
は
、
さ
が
西
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
一

般
廃
棄
物
と
し
て
搬
入

で
き
、
民
間
の
処
理
施

設
よ
り
処
理
費
用
は
安

く
済
む
と
思
わ
れ
る
。

条
件
も
あ
る
た
め
、
ま

ず
は
役
場
へ
相
談
い
た

だ
け
れ
ば
現
地
を
確
認

し
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
へ
の
搬
入
調
整
や

条
件
緩
和
な
ど
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問答
建
物
火
災
に
よ
る
残
存
物
の
処
理
費
用
は
、

被
災
者
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
調
整
や

条
件
緩
和
な
ど
協
力
し
た
い

農
業
振
興
課
長
　
現
段

階
で
は
確
定
は
出
来
て

い
な
い
。

議
員
　
収
入
保
険
の
保

険
料
の
一
部
を
助
成
し

た
が
、
そ
の
後
の
加
入

状
況
は
。

農
業
振
興
課
長
　
約
２

倍
と
な
り
事
業
効
果
が

出
て
い
る
。

議
員
　
次
期
作
支
援
と

し
て
水
稲
、
大
豆
へ
の

種
子
の
助
成
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
農
家
の
生
産
意

欲
が
衰
退
し
な
い
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
コ
ロ
ナ
対
応
臨

時
交
付
金
の
充
当
は
で

き
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
交
付

金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
し
て
い
る
。

議
員
　
今
年
度
の
転
作

率
は
。

農
業
振
興
課
長
　
前
年

度
並
の
38
・
61
％
に
決

定
し
た
。

議
員
　
従
事
者
の
減
少

や
高
齢
化
で
離
農
者
が

増
加
し
担
い
手
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
。

農
業
振
興
課
長
　
稼
げ

る
農
業
を
実
践
す
る
農

業
人
口
増
加
を
目
指
し

て
い
く
。

議
員
　
農
地
の
保
全
維

持
管
理
に
対
す
る
支
援

策
を
国
に
求
め
て
い
く

べ
き
で
は
。

農
業
振
興
課
長
　
維
持

保
全
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
支
援
策
の
拡
充
を

求
め
て
い
く
。

議
員
　
生
産
費
が
増
大

し
て
い
る
。
小
作
料
を

引
き
下
げ
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
小
作
料
は
、
借
手
と

貸
手
の
間
で
決
定
さ
れ

る
が
、
農
業
委
員
会
と

し
て
は
、
貸
借
料
の
情

報
提
供
を
行
い
、
適
切

な
価
格
と
な
る
よ
う
案

内
し
て
い
く
。

問答
消
防
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
べ
き
で
は

団
員
一
人
ひ
と
り
が
得
意
分
野
で
活
躍
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
行
い
た
い

議
員
　
消
防
団
活
動
に

地
元
の
高
校
生
が
参
加

す
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、

防
災
意
識
の
向
上
や
次

世
代
の
担
い
手
育
成
な

ど
様
々
な
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
消
防
団
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
考
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
消
防
団
活
動

は
危
険
を
伴
う
こ
と
が

多
く
、
高
校
生
が
消
防

団
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
大
変
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
高
校
生
を
対
象
と
し

た
出
前
講
座
な
ど
を
通

し
て
、
消
防
団
を
知
る

き
っ
か
け
を
作
り
、
防

災
意
識
の
向
上
や
将
来

の
消
防
団
員
の
確
保
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
消
防
団
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
べ

き
で
は
。

総
務
課
長
　
今
後
は
、

消
防
団
員
の
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
や
船
舶
免
許

な
ど
資
格
の
調
査
を
行

い
、
団
員
一
人
ひ
と
り

が
得
意
分
野
で
活
躍
で

き
る
組
織
づ
く
り
、
火

災
や
水
害
、
行
方
不
明

者
捜
索
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
事
態
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

議
員

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

総
務
課
長

議
員

生
活
環
境
課
長

議
員

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

農
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

農
業
振
興
課
長

議
員

町
長

農
業
振
興
課
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
振
興
課
長

企
画
財
政
課
長

町
長
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一
般
質
問

一
般
質
問

岸川　信義 議員

議
員
　
国
道
４
４
４
号

沿
い
に
あ
る
有
明
水
路

の
概
要
説
明
及
び
そ
の

東
地
域
の
令
和
４
年
度

ク
リ
ー
ク
防
災
事
業
に

つ
い
て
。

農
村
整
備
課
長
　
有
明

水
路
は
、
昭
和
63
年
に

完
成
し
た
長
さ
約
９
・

５
キ
ロ
、
川
幅
約
15
㍍

の
水
路
で
、
東
は
六
角

川
、
西
は
廻
江
川
、
中

央
は
只
江
川
と
接
し
て

お
り
、
東
と
西
に
接
す

る
河
川
に
は
排
水
機
場

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 前田　弘次郎 議員

議
員
　
道
の
駅
し
ろ
い

し
と
町
と
の
関
わ
り
は
。

商
工
観
光
課
長
　
本
町

に
訪
れ
た
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
玄
関
口
し
て

考
え
て
い
る
。
本
町
と

道
の
駅
し
ろ
い
し
カ
ン

パ
ニ
ー
は
、
指
定
管
理

者
基
本
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
主
に
24
時
間

ト
イ
レ
の
電
気
料
や
上

下
水
道
料
及
び
清
掃
費

用
、
ま
た
は
消
防
設
備

保
守
点
検
料
な
ど
の
法

定
検
査
委
託
料
、
施
設

管
理
費
と
し
て
総
額
１
、

９
０
０
万
円
で
、「
道
の

駅
し
ろ
い
し
」
の
適
正

か
つ
円
滑
な
管
理
運
営

を
委
託
し
て
い
る
。

議
員
　
店
舗
や
レ
ス
ト

ラ
ン
の
形
態
は
現
在
の

ま
ま
で
い
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
福
富

I
・
C
の
開
通
後
は
、

土
日
の
午
前
中
に
多
く

の
来
場
者
に
お
越
し
い

た
だ
い
て
い
る
た
め
、

レ
ジ
周
辺
に
会
計
待
ち

の
お
客
様
が
並
ば
れ
た

場
合
に
混
雑
が
激
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い

て
も
、
い
ま
ま
で
調
理

人
の
交
代
も
数
回
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

貸
出
す
こ
と
も
、
一
つ

の
案
と
し
て
提
案
さ
れ

て
い
る
。

問答
排
水
対
策
の
専
門
部
署
を
設
置
し
、
命
令
系
統
を

１
本
化
し
町
民
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
で
は

現
体
制
で
さ
ら
に
連
携
を
強
め
て
、
治
水
対
策
に

取
り
組
む

問答
令
和
４
年
度
商
品
券
の
取
り
組
み
を
行
い
、

町
内
の
活
性
化
に
努
め
る
べ
き
で
は

令
和
４
年
度
の
財
源
確
保
の
状
況
を
見
て
、

実
施
し
た
い

　
ま
た
、
只
江
川
の
東

側
に
有
明
海
岸
へ
有
明

支
線
水
路
が
あ
り
、
海

岸
部
に
は
排
水
機
場
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
冠
水
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
重
要
な
機
能
が

あ
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
行

わ
れ
る
県
営
ク
リ
ー
ク

防
災
機
能
保
全
対
策
事

業
で
は
、
第
１
期
と
し

て
有
明
水
路
よ
り
南
東

側
の
水
路
内
の
浚
渫
と

排
水
管
理
に
適
し
た
護

岸
整
備
を
行
い
、
洪
水

調
整
機
能
の
保
全
と
強

化
に
取
り
組
む
。

議
員
　
昨
年
７
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
流
域
治

水
対
策
推
進
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
令
和
元
年

豪
雨
に
か
か
る
内
水
解

折
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に

治
水
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て

問答
道
の
駅
し
ろ
い
し
と
町
と
の
関
わ
り
は

本
町
に
訪
れ
た
お
客
様
を
お
迎
え
す
る

玄
関
口
し
て
考
え
て
い
る

い
た
が
、
昨
年
８
月
の

大
雨
も
踏
ま
え
た
内
水

解
折
モ
デ
ル
を
追
加
指

示
し
、
令
和
４
年
６
月

ま
で
完
了
す
る
。

議
員
　
短
期
及
び
中
長

期
の
豪
雨
排
水
計
画

（
書
）
を
策
定
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
　
流
域
治
水

対
策
推
進
事
業
の
中
で

具
体
的
に
対
策
メ
ニ
ュ

ー
を
短
期
・
中
期
・
長

期
で
で
き
る
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

議
員
　
令
和
３
年
度
商

品
券
事
業
の
総
括
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
商
品

券
の
有
効
期
間
を
令
和

３
年
８
月
か
ら
12
月
末

日
ま
で
と
し
実
施
し
た
。

　
当
初
の
換
金
目
標
を

換
金
率
95
％
と
し
て
い

た
が
、
目
標
を
上
回
る

97
％
以
上
で
あ
っ
た
。

町
民
の
生
活
支
援
と
地

元
経
済
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
し
た
も
の
と

思
う
。

議
員
　
議
会
か
ら
、
直

接
給
付
す
る
事
業
を
優

先
的
に
行
う
よ
う
要
請

書
を
提
出
し
た
①
②
③

を
提
案
す
る
。

①
お
盆
と
正
月
を
見
据

え
、７
月
か
ら
１
月
中

旬
ま
で
の
有
効
期
間

②
一
人
当
た
り
５
千
円

の
給
付

③
大
型
店
で
７
割
以
上

の
商
品
券
が
使
用
さ

れ
た
の
で
、次
回
は
大

型
店
以
外
に
、６
割
の

商
品
券
を
使
用
で
き

る
仕
組
み
作
り

総
合
戦
略
課
長
　
今
後
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
原
資
と
し
た
新
た
な

事
業
に
つ
い
て
は
、
緊

急
性
を
含
め
優
先
度
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

問
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
へ
の
考
え
方
は

答
支
え
合
え
る
社
会
を

構
築
し
た
い

問答
今
期
の
海
苔
養
殖
の
現
状
は

近
年
に
な
い
不
作
で
あ
っ
た

議
員
　
今
期
の
海
苔
養

殖
の
現
状
は
。

農
村
整
備
課
長
　
赤
潮

に
よ
る
色
落
ち
や
カ
モ

に
よ
る
食
害
な
ど
に
よ

り
、
近
年
に
な
い
不
作

で
あ
っ
た
。

議
員
　
水
産
資
源
の
回

復
と
海
苔
養
殖
の
振
興

な
ど
、
漁
業
者
対
す
る

支
援
策
は
。

農
村
整
備
課
長
　
漁
業

者
自
ら
環
境
・
生
態
系

保
全
の
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
、
カ
キ
礁
の

造
成
、
サ
ル
ボ
ウ
稚
貝

の
沈
着
促
進
、
海
底
耕

転
な
ど
の
水
産
多
面
的

機
能
発
揮
対
策
事
業
を

実
施
さ
れ
て
お
り
、
令

和
４
年
度
も
そ
の
取
り

組
み
に
対
し
引
き
続
き

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

カ
モ
の
食
害
対
策
と
し

て
駆
除
補
助
金
の
増
額

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
海
苔
漁
業
者

の
負
担
を
軽
減
し
、
海

苔
養
殖
業
の
継
続
を
支

援
す
る
た
め
の
補
助
金

を
補
正
予
算
と
し
て
計

上
し
た
。

議
員
　
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
対
す
る
町
の

考
え
方
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
総
合

計
画
の
基
本
理
念
「
人

と
大
地
が
う
る
お
い
輝

く
豊
穣
の
ま
ち
」
を
目

指
す
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
推
進
し
、

だ
れ
も
が
積
極

的
に
助
け
あ

い
・
支
え
合
え

る
社
会
を
構
築

し
て
い
く
こ
と

は
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。

議
員

議
員

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

議
員

議
員

農
村
整
備
課
長

議
員

生
涯
学
習
課
長

農
村
整
備
課
長

議
員

農
村
整
備
課
長

議
員

建
設
課
長

議
員

議
員

建
設
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

総
合
戦
略
課
長

●海苔養殖業支援の県知事要望

●岸川議員持ち込み資料
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一
般
質
問

一
般
質
問

岸川　信義 議員

議
員
　
国
道
４
４
４
号

沿
い
に
あ
る
有
明
水
路

の
概
要
説
明
及
び
そ
の

東
地
域
の
令
和
４
年
度

ク
リ
ー
ク
防
災
事
業
に

つ
い
て
。

農
村
整
備
課
長
　
有
明

水
路
は
、
昭
和
63
年
に

完
成
し
た
長
さ
約
９
・

５
キ
ロ
、
川
幅
約
15
㍍

の
水
路
で
、
東
は
六
角

川
、
西
は
廻
江
川
、
中

央
は
只
江
川
と
接
し
て

お
り
、
東
と
西
に
接
す

る
河
川
に
は
排
水
機
場

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 前田　弘次郎 議員

議
員
　
道
の
駅
し
ろ
い

し
と
町
と
の
関
わ
り
は
。

商
工
観
光
課
長
　
本
町

に
訪
れ
た
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
玄
関
口
し
て

考
え
て
い
る
。
本
町
と

道
の
駅
し
ろ
い
し
カ
ン

パ
ニ
ー
は
、
指
定
管
理

者
基
本
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
主
に
24
時
間

ト
イ
レ
の
電
気
料
や
上

下
水
道
料
及
び
清
掃
費

用
、
ま
た
は
消
防
設
備

保
守
点
検
料
な
ど
の
法

定
検
査
委
託
料
、
施
設

管
理
費
と
し
て
総
額
１
、

９
０
０
万
円
で
、「
道
の

駅
し
ろ
い
し
」
の
適
正

か
つ
円
滑
な
管
理
運
営

を
委
託
し
て
い
る
。

議
員
　
店
舗
や
レ
ス
ト

ラ
ン
の
形
態
は
現
在
の

ま
ま
で
い
い
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
福
富

I
・
C
の
開
通
後
は
、

土
日
の
午
前
中
に
多
く

の
来
場
者
に
お
越
し
い

た
だ
い
て
い
る
た
め
、

レ
ジ
周
辺
に
会
計
待
ち

の
お
客
様
が
並
ば
れ
た

場
合
に
混
雑
が
激
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い

て
も
、
い
ま
ま
で
調
理

人
の
交
代
も
数
回
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
は
テ
ナ
ン
ト
と
し
て

貸
出
す
こ
と
も
、
一
つ

の
案
と
し
て
提
案
さ
れ

て
い
る
。

問答
排
水
対
策
の
専
門
部
署
を
設
置
し
、
命
令
系
統
を

１
本
化
し
町
民
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
で
は

現
体
制
で
さ
ら
に
連
携
を
強
め
て
、
治
水
対
策
に

取
り
組
む

問答
令
和
４
年
度
商
品
券
の
取
り
組
み
を
行
い
、

町
内
の
活
性
化
に
努
め
る
べ
き
で
は

令
和
４
年
度
の
財
源
確
保
の
状
況
を
見
て
、

実
施
し
た
い

　
ま
た
、
只
江
川
の
東

側
に
有
明
海
岸
へ
有
明

支
線
水
路
が
あ
り
、
海

岸
部
に
は
排
水
機
場
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
冠
水
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
重
要
な
機
能
が

あ
る
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
行

わ
れ
る
県
営
ク
リ
ー
ク

防
災
機
能
保
全
対
策
事

業
で
は
、
第
１
期
と
し

て
有
明
水
路
よ
り
南
東

側
の
水
路
内
の
浚
渫
と

排
水
管
理
に
適
し
た
護

岸
整
備
を
行
い
、
洪
水

調
整
機
能
の
保
全
と
強

化
に
取
り
組
む
。

議
員
　
昨
年
７
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
流
域
治

水
対
策
推
進
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
令
和
元
年

豪
雨
に
か
か
る
内
水
解

折
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に

治
水
対
策
メ
ニ
ュ
ー
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
て

問答
道
の
駅
し
ろ
い
し
と
町
と
の
関
わ
り
は

本
町
に
訪
れ
た
お
客
様
を
お
迎
え
す
る

玄
関
口
し
て
考
え
て
い
る

い
た
が
、
昨
年
８
月
の

大
雨
も
踏
ま
え
た
内
水

解
折
モ
デ
ル
を
追
加
指

示
し
、
令
和
４
年
６
月

ま
で
完
了
す
る
。

議
員
　
短
期
及
び
中
長

期
の
豪
雨
排
水
計
画

（
書
）
を
策
定
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
　
流
域
治
水

対
策
推
進
事
業
の
中
で

具
体
的
に
対
策
メ
ニ
ュ

ー
を
短
期
・
中
期
・
長

期
で
で
き
る
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

議
員
　
令
和
３
年
度
商

品
券
事
業
の
総
括
は
。

総
合
戦
略
課
長
　
商
品

券
の
有
効
期
間
を
令
和

３
年
８
月
か
ら
12
月
末

日
ま
で
と
し
実
施
し
た
。

　
当
初
の
換
金
目
標
を

換
金
率
95
％
と
し
て
い

た
が
、
目
標
を
上
回
る

97
％
以
上
で
あ
っ
た
。

町
民
の
生
活
支
援
と
地

元
経
済
の
活
性
化
に
大

き
く
寄
与
し
た
も
の
と

思
う
。

議
員
　
議
会
か
ら
、
直

接
給
付
す
る
事
業
を
優

先
的
に
行
う
よ
う
要
請

書
を
提
出
し
た
①
②
③

を
提
案
す
る
。

①
お
盆
と
正
月
を
見
据

え
、７
月
か
ら
１
月
中

旬
ま
で
の
有
効
期
間

②
一
人
当
た
り
５
千
円

の
給
付

③
大
型
店
で
７
割
以
上

の
商
品
券
が
使
用
さ

れ
た
の
で
、次
回
は
大

型
店
以
外
に
、６
割
の

商
品
券
を
使
用
で
き

る
仕
組
み
作
り

総
合
戦
略
課
長
　
今
後
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
原
資
と
し
た
新
た
な

事
業
に
つ
い
て
は
、
緊

急
性
を
含
め
優
先
度
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

問
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
へ
の
考
え
方
は

答
支
え
合
え
る
社
会
を

構
築
し
た
い

問答
今
期
の
海
苔
養
殖
の
現
状
は

近
年
に
な
い
不
作
で
あ
っ
た

議
員
　
今
期
の
海
苔
養

殖
の
現
状
は
。

農
村
整
備
課
長
　
赤
潮

に
よ
る
色
落
ち
や
カ
モ

に
よ
る
食
害
な
ど
に
よ

り
、
近
年
に
な
い
不
作

で
あ
っ
た
。

議
員
　
水
産
資
源
の
回

復
と
海
苔
養
殖
の
振
興

な
ど
、
漁
業
者
対
す
る

支
援
策
は
。

農
村
整
備
課
長
　
漁
業

者
自
ら
環
境
・
生
態
系

保
全
の
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
、
カ
キ
礁
の

造
成
、
サ
ル
ボ
ウ
稚
貝

の
沈
着
促
進
、
海
底
耕

転
な
ど
の
水
産
多
面
的

機
能
発
揮
対
策
事
業
を

実
施
さ
れ
て
お
り
、
令

和
４
年
度
も
そ
の
取
り

組
み
に
対
し
引
き
続
き

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

カ
モ
の
食
害
対
策
と
し

て
駆
除
補
助
金
の
増
額

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
海
苔
漁
業
者

の
負
担
を
軽
減
し
、
海

苔
養
殖
業
の
継
続
を
支

援
す
る
た
め
の
補
助
金

を
補
正
予
算
と
し
て
計

上
し
た
。

議
員
　
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
対
す
る
町
の

考
え
方
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
総
合

計
画
の
基
本
理
念
「
人

と
大
地
が
う
る
お
い
輝

く
豊
穣
の
ま
ち
」
を
目

指
す
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
推
進
し
、

だ
れ
も
が
積
極

的
に
助
け
あ

い
・
支
え
合
え

る
社
会
を
構
築

し
て
い
く
こ
と

は
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
る
。

議
員

議
員

商
工
観
光
課
長

商
工
観
光
課
長

議
員

議
員

農
村
整
備
課
長

議
員

生
涯
学
習
課
長

農
村
整
備
課
長

議
員

農
村
整
備
課
長

議
員

建
設
課
長

議
員

議
員

建
設
課
長

総
合
戦
略
課
長

議
員

総
合
戦
略
課
長

●海苔養殖業支援の県知事要望

●岸川議員持ち込み資料
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意
見
書

現
地
視
察
レ
ポ
ー
ト

　
１
月
13
日
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
空
き
家
を
除
却

す
る
た
め
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
行
政
代
執
行
の
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
、
解
体
し
除
却
す
る
の
は
木
造
２
階
建
て
の
家

屋
で
、
約
２
箇
月
で
撤
去
が
行
わ
れ
、
そ
の
費
用
は
所

有
者
に
対
し
請
求
さ
れ
る
。
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
所

有
者
に
は
除
去
や
法
に
基
づ
い
た
指
導
や
勧
告
を
重
ね

て
き
た
が
、
応
じ
な
い
た
め
や
む
を
得
ず
行
政
代
執
行

で
強
制
的
に
取
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
会
で
は
、
空
き
家
問
題
の
改
善
と
、
所
有
者
が
し
っ

か
り
と
管
理
さ
れ
る
た
め
の
啓
発
な
ど
の
方
策
も
、
研

究
を
深
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

特
定
空
家
の
代
執
行

●執行責任者による代執行宣言

　
１
月
18
日
、
大
町
町
に
新
し
く
完
成
し
た
杵
島
地
区

環
境
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
杵
島
郡
大
町
町
、
江
北
町
、
白
石
町

の
し
尿
や
汚
泥
を
処
理
す
る
た
め
、
現
在
の
施
設
の
老

朽
化
に
伴
い
建
設
さ
れ
、
４
月
か
ら
本
格
稼
働
さ
れ
る
。

１
日
に
し
尿
47
㌔
㍑
、
浄
化
槽
汚
泥
28
㌔
㍑
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
、
肥
料
に
で
き
る
粒
子
状
の
リ
ン
酸
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
生
成
す
る
資
源
化
設
備

を
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
議
会
で
は
、
住
民
が
環
境
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て

生
活
で
き
る
よ
う
な
周
知
の
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

た
。 杵

島
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー
を
視
察

●担当者から説明を受ける

　
１
月
17
日
、
有
明
海
で
不
漁
が
続
く
海
苔
養
殖
の
漁

場
の
現
場
を
漁
協
関
係
者
と
視
察
し
た
。

　
色
落
ち
し
て
赤
く
な
っ
た
海
苔
網
を
確
認
し
、
そ
の

原
因
に
つ
い
て
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大
量
発
生
や
雨
が

少
な
く
栄
養
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
、
質
量

と
も
に
例
年
の
５
割
以
下
で
あ
る
と
報
告
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
カ
モ
の
食
害
に
よ
る
被
害
も
確
認
し
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
状
況
も

注
視
し
な
が
ら
、
町
や
県
な
ど
へ
支
援
要
請
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

海
苔
養
殖
漁
場
現
地
調
査

●海苔養殖場の調査

　少子化や子どもの貧困が深刻化する中、子どもの医療費は子育て世帯に重い負担になっている。親の経
済的状況に左右されることなく、全ての子どもが必要な医療を受けられる環境づくりが急務である。
　現在、佐賀県内全ての市町において、中学校卒業まで入院・通院とも医療費助成が行なわれているが、
市町に対する佐賀県の医療費助成は未就学児までであることから早急に中学校卒業まで医療費助成の拡充
が必要である。
　また、医療費助成を現物給付している自治体に対しての、国民健康保険国庫負担金の減額調整措置は不
合理であり、早急に見直しが必要である。
よって「子育てし大県“さが”」を標榜する佐賀県において、以下
の２点を実行されるよう求める。

記
１．佐賀県の医療費助成制度の対象年齢を中学校卒業まで拡充す

ること。
２．国に対して、現物給付を理由とした国民健康保険国庫負担金

の減額調整措置の廃止を求めること。

　　令和４年３月16日　　佐賀県知事　山口　祥義 様

子どもの医療費助成の拡充を求める意見書

●提案者の草場祥則文教厚生常任委員長

　佐賀県南西部に広がる有明海は、地元では「まえうみ」の愛称で親しまれ、かつてアゲマキやワラスボ
をはじめとする豊かな海産物にあふれ、地域住民の命をつなぐかけがえのない「宝の海」であった。しか
し、近年では、次第に生き物の多様性が失われ、魚介類の生息数も激減したことで、人々の心も「まえう
み」から離れていくように感じられる。
　一方で、まだ全国的に見れば、有明海は広大な干潟などの貴重な自然環境が残る素晴らしい海であり、
その豊かな海を子々孫々に残していくのは、有明海の恵みを受けて今を生きる私たちの使命である。
　現在、有明海において、魚介類の漁で生計を立てる漁業者は大きく減少し、海苔養殖業者がほとんどで
あるが、その海苔の生産量の落ち込みが、ここ数年、有明海南西部で顕著となっている。とりわけ今漁期
は、海水を浄化する二枚貝の死滅や赤潮被害で、秋芽海苔の生産が大打撃を受け、冷凍海苔も栄養塩不足
等による色落ちや成長阻害が甚だしく、これまで多額の設備投資を行い良質な佐賀海苔を全国に提供して
きた白石町、鹿島市及び太良町の多くの海苔養殖業者は経営の危機に瀕している。
　有明海における漁場生産力の低下の原因には、様々な理由が挙げられているが、いずれにしても人間の
活動による有明海の自然環境の変化が一因と考えられ、原因の究明は喫緊の課題となっている。特に諫早
湾干拓事業が、地理的に近い佐賀県南西部に及ぼす影響については、早急な調査及び対策が求められる。
　よって国においては、長年続いた諫早湾干拓堤防開門訴訟の判決如何にかかわらず、一刻も早い有明海
再生へ向け、下記事項について実施されるよう強く要望する。

記
１．「有明海及び八代海等を再生するための特別措置に関する法律」に基づき、水産資源回復のための再
生策を確実に実行するとともに、今冬の有明海南西部における海苔養殖業の赤潮被害に対する支援・
救済を行うこと。

２．有明海南西部の海況を改善するため、諫早湾干拓堤防開門調
査も含めた有明海の調査研究を行うこと。

３．有明海再生のために国及び関係者が参加する話し合いの場を
設け、協議することにより水産業や環境に関する問題の解決
を図ること。

　令和４年３月16日
　衆議院議長　細田博之　様ほか関係大臣など

有明海再生の対策と赤潮被害への支援を求める意見書

●提案者の前田弘次郎産業建設常任委員長
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意
見
書

現
地
視
察
レ
ポ
ー
ト

　
１
月
13
日
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
空
き
家
を
除
却

す
る
た
め
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
行
政
代
執
行
の
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
、
解
体
し
除
却
す
る
の
は
木
造
２
階
建
て
の
家

屋
で
、
約
２
箇
月
で
撤
去
が
行
わ
れ
、
そ
の
費
用
は
所

有
者
に
対
し
請
求
さ
れ
る
。
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
所

有
者
に
は
除
去
や
法
に
基
づ
い
た
指
導
や
勧
告
を
重
ね

て
き
た
が
、
応
じ
な
い
た
め
や
む
を
得
ず
行
政
代
執
行

で
強
制
的
に
取
り
壊
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
会
で
は
、
空
き
家
問
題
の
改
善
と
、
所
有
者
が
し
っ

か
り
と
管
理
さ
れ
る
た
め
の
啓
発
な
ど
の
方
策
も
、
研

究
を
深
め
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

特
定
空
家
の
代
執
行

●執行責任者による代執行宣言

　
１
月
18
日
、
大
町
町
に
新
し
く
完
成
し
た
杵
島
地
区

環
境
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
杵
島
郡
大
町
町
、
江
北
町
、
白
石
町

の
し
尿
や
汚
泥
を
処
理
す
る
た
め
、
現
在
の
施
設
の
老

朽
化
に
伴
い
建
設
さ
れ
、
４
月
か
ら
本
格
稼
働
さ
れ
る
。

１
日
に
し
尿
47
㌔
㍑
、
浄
化
槽
汚
泥
28
㌔
㍑
を
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
、
肥
料
に
で
き
る
粒
子
状
の
リ
ン
酸
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
生
成
す
る
資
源
化
設
備

を
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
議
会
で
は
、
住
民
が
環
境
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て

生
活
で
き
る
よ
う
な
周
知
の
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

た
。 杵

島
地
区
環
境
セ
ン
タ
ー
を
視
察

●担当者から説明を受ける

　
１
月
17
日
、
有
明
海
で
不
漁
が
続
く
海
苔
養
殖
の
漁

場
の
現
場
を
漁
協
関
係
者
と
視
察
し
た
。

　
色
落
ち
し
て
赤
く
な
っ
た
海
苔
網
を
確
認
し
、
そ
の

原
因
に
つ
い
て
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
大
量
発
生
や
雨
が

少
な
く
栄
養
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
、
質
量

と
も
に
例
年
の
５
割
以
下
で
あ
る
と
報
告
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
カ
モ
の
食
害
に
よ
る
被
害
も
確
認
し
た
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
状
況
も

注
視
し
な
が
ら
、
町
や
県
な
ど
へ
支
援
要
請
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

海
苔
養
殖
漁
場
現
地
調
査
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合理であり、早急に見直しが必要である。
よって「子育てし大県“さが”」を標榜する佐賀県において、以下
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記
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ること。
２．国に対して、現物給付を理由とした国民健康保険国庫負担金

の減額調整措置の廃止を求めること。
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子どもの医療費助成の拡充を求める意見書
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し、近年では、次第に生き物の多様性が失われ、魚介類の生息数も激減したことで、人々の心も「まえう
み」から離れていくように感じられる。
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その豊かな海を子々孫々に残していくのは、有明海の恵みを受けて今を生きる私たちの使命である。
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は、海水を浄化する二枚貝の死滅や赤潮被害で、秋芽海苔の生産が大打撃を受け、冷凍海苔も栄養塩不足
等による色落ちや成長阻害が甚だしく、これまで多額の設備投資を行い良質な佐賀海苔を全国に提供して
きた白石町、鹿島市及び太良町の多くの海苔養殖業者は経営の危機に瀕している。
　有明海における漁場生産力の低下の原因には、様々な理由が挙げられているが、いずれにしても人間の
活動による有明海の自然環境の変化が一因と考えられ、原因の究明は喫緊の課題となっている。特に諫早
湾干拓事業が、地理的に近い佐賀県南西部に及ぼす影響については、早急な調査及び対策が求められる。
　よって国においては、長年続いた諫早湾干拓堤防開門訴訟の判決如何にかかわらず、一刻も早い有明海
再生へ向け、下記事項について実施されるよう強く要望する。

記
１．「有明海及び八代海等を再生するための特別措置に関する法律」に基づき、水産資源回復のための再
生策を確実に実行するとともに、今冬の有明海南西部における海苔養殖業の赤潮被害に対する支援・
救済を行うこと。

２．有明海南西部の海況を改善するため、諫早湾干拓堤防開門調
査も含めた有明海の調査研究を行うこと。

３．有明海再生のために国及び関係者が参加する話し合いの場を
設け、協議することにより水産業や環境に関する問題の解決
を図ること。

　令和４年３月16日
　衆議院議長　細田博之　様ほか関係大臣など

有明海再生の対策と赤潮被害への支援を求める意見書

●提案者の前田弘次郎産業建設常任委員長
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議
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常
任
委
員
会
報
告

　２月９日、江北町議会と太良町議会から、本町議会で取り入れているタブレット会議システ
ムの導入について視察された。
　本町議会広報特別委員会の定松委員長から、会
議システム導入までの経緯や活用方法、また、実
際にタブレットに触れながら会議の手法を説明し
た。両町でも導入に向けて検討を進めておられ、
運用開始後の課題などについて質問された。
　本町議会では、業務の ICT 化、デジタル化を進
めるとともに、併せて職員の負担軽減につなげて
いく必要があるとあらためて認識した。

視察来町（江北町議会・太良町議会）

1
　
月

最近の主な議会活動（1月～3月）

議会は町民の皆さまの声を聴きながら共に歩み続けます

日 曜
4 火
8 土

11 火

13 木

14 金

17 月

18 火

26 水

成人式
消防出初式
議会運営委員会
杵東地区衛生処理場組合新処理棟完成式
特定空家代執行現地調査
議会だより編集会議
臨時議会
北方領土返還要求運動佐賀県民会議表敬訪問
佐賀県町村議長会議長・局長会議
海苔の漁場視察
杵東地区環境センター視察
馬田地区要望書提出対応

2
　
月

日 曜
4 金

7 月

8 火
14 月

15 火

17 木
18 金

障がい者基本計画策定委員会
佐賀県後期高齢者医療広域連合２月議会議案
勉強会、代表者会議
環境審議会（書面決議）
県町村議会議長会定期総会
佐賀県後期高齢者医療広域連合２月議会
杵藤地区広域圏組合議会２月定例会（開会）
佐賀県西部広域環境組合２月定例議会

2
　
月

日 曜

25 金

21 月
議会運営委員会
六府方区より要望書提出対応
杵東地区衛生処理場組合議会２月定例会
文化振興財団理事会・評議委員会
国民健康保険事業の運営に関する協議会

3
　
月

日 曜
1 火

29 火

4 金

25 金

7 月
14 月

23 水

24 木

17 木
19 土

28 月

須古地区より要望書提出対応
３月定例議会（開会）
議案審議（～ 14日）
議案審議・一般質問（～ 16日）・閉会
社会福祉協議会理事会
白石土地改良区通常総代会（書面議決）
社会教育委員会及び公民館運営審議会
障がい者基本計画策定委員会
男女共同参画等に関する懇話会
六角地区地域づくり協議会設立準備委員会
子ども・子育て会議及び子どもの未来応援会議
六角地区より要望書提出対応
社会福祉協議会評議員会
健康づくり推進協議会
杵藤地区広域圏組合議会２月定例会（閉会）
議会だより編集会議
有明海赤潮被害に対する要望書提出

※主に財政、防災、まちづくりなどを
　所管しています。

委 員 長：溝上　良夫
副委員長：友田香将雄
委　　員：西山　清則
　　　　　吉岡　英允
　　　　　定松　弘介

委 員 長：前田弘次郎
副委員長：溝口　　誠
委　　員：大串　武次
　　　　　重富　邦夫
　　　　　岸川　信義

委 員 長：草場　祥則
副委員長：中村　秀子
委　　員：内野さよ子
　　　　　井﨑　好信
　　　　　吉岡　正博
　　　　　　渕栄二郎

総務常任委員会

※主に福祉、環境、学校教育、生涯学習などを
　所管しています。

文教厚生常任委員会

※主に産業振興、道路、基盤整備などを
　所管しています。

産業建設常任委員会



16 17令和4年3月議会だより 令和4年3月議会だより

議
員
紹
介

常
任
委
員
会
報
告

　２月９日、江北町議会と太良町議会から、本町議会で取り入れているタブレット会議システ
ムの導入について視察された。
　本町議会広報特別委員会の定松委員長から、会
議システム導入までの経緯や活用方法、また、実
際にタブレットに触れながら会議の手法を説明し
た。両町でも導入に向けて検討を進めておられ、
運用開始後の課題などについて質問された。
　本町議会では、業務の ICT 化、デジタル化を進
めるとともに、併せて職員の負担軽減につなげて
いく必要があるとあらためて認識した。

視察来町（江北町議会・太良町議会）

1
　
月

最近の主な議会活動（1月～3月）

議会は町民の皆さまの声を聴きながら共に歩み続けます

日 曜
4 火
8 土

11 火

13 木

14 金

17 月

18 火

26 水

成人式
消防出初式
議会運営委員会
杵東地区衛生処理場組合新処理棟完成式
特定空家代執行現地調査
議会だより編集会議
臨時議会
北方領土返還要求運動佐賀県民会議表敬訪問
佐賀県町村議長会議長・局長会議
海苔の漁場視察
杵東地区環境センター視察
馬田地区要望書提出対応

2
　
月

日 曜
4 金

7 月

8 火
14 月

15 火

17 木
18 金

障がい者基本計画策定委員会
佐賀県後期高齢者医療広域連合２月議会議案
勉強会、代表者会議
環境審議会（書面決議）
県町村議会議長会定期総会
佐賀県後期高齢者医療広域連合２月議会
杵藤地区広域圏組合議会２月定例会（開会）
佐賀県西部広域環境組合２月定例議会

2
　
月

日 曜

25 金

21 月
議会運営委員会
六府方区より要望書提出対応
杵東地区衛生処理場組合議会２月定例会
文化振興財団理事会・評議委員会
国民健康保険事業の運営に関する協議会

3
　
月

日 曜
1 火

29 火

4 金

25 金

7 月
14 月

23 水

24 木

17 木
19 土

28 月

須古地区より要望書提出対応
３月定例議会（開会）
議案審議（～ 14日）
議案審議・一般質問（～ 16日）・閉会
社会福祉協議会理事会
白石土地改良区通常総代会（書面議決）
社会教育委員会及び公民館運営審議会
障がい者基本計画策定委員会
男女共同参画等に関する懇話会
六角地区地域づくり協議会設立準備委員会
子ども・子育て会議及び子どもの未来応援会議
六角地区より要望書提出対応
社会福祉協議会評議員会
健康づくり推進協議会
杵藤地区広域圏組合議会２月定例会（閉会）
議会だより編集会議
有明海赤潮被害に対する要望書提出

※主に財政、防災、まちづくりなどを
　所管しています。

委 員 長：溝上　良夫
副委員長：友田香将雄
委　　員：西山　清則
　　　　　吉岡　英允
　　　　　定松　弘介

委 員 長：前田弘次郎
副委員長：溝口　　誠
委　　員：大串　武次
　　　　　重富　邦夫
　　　　　岸川　信義

委 員 長：草場　祥則
副委員長：中村　秀子
委　　員：内野さよ子
　　　　　井﨑　好信
　　　　　吉岡　正博
　　　　　　渕栄二郎

総務常任委員会

※主に福祉、環境、学校教育、生涯学習などを
　所管しています。

文教厚生常任委員会

※主に産業振興、道路、基盤整備などを
　所管しています。

産業建設常任委員会
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第32話 「議長」

♬ああ　川の流れのように…名曲「川の
流れのように」の一節です。日本の美を
人生にたとえて唄われています。
　陽気な5月ともなれば、万物が活性化
し、当然大気も大きく動いています。さ
らに、入道雲が現れる頃は、豪雨に注意
しなければならなくなるでしょう。
　編集委員会では、白石町の豪雨災害が
なくなる白石調「川の流れのように」を
作ってみました。
♬ああ　川の流れのように　とめどなく
水は海（有明海）に　旅するだけ
　役場から、事前排水の放送がありまし
たら、ゲート役員さん・ポンプ役員さん
は、この歌を口ずさんで事前排水の作業
にご協力お願いします。

（岸川）

議長とは
※議長と副議長は、議員の中から選挙
で選ばれます。議長は議会を代表す
るとともに議場の秩序を守り、会議
を進めます。副議長は議長が出席で
きないときなどに議長の代わりを務
めます。

●馬田地区（宿班）の災害（冠水）防止に関する要望
提出者　馬田区長　俵野利幸

●町道弁財線他地区内道路改良に関する要望
提出者　六府方区長　千布和正

●須古校区の大雨時冠水被害縮減対策要望
提出者　須古地区区長会会長　香月文敏

●豪雨（大雨）排水について要望
提出者　六角校区区長会会長　川﨑良則

そえじま  み  あ

一般質問をYouTube動画配信！
　一般質問の動画をスマート
フォンやタブレットで視聴でき
るようになりました。
　一般質問のページをお開き
いただき、QRコードを読み取り
ください。

■ P2　　　 3月議会概要、賛否一覧

■ P3　　　 特集  「総合計画を問う」

■ P4～13　一般質問で町政を問う

■ P14　　  現地視察レポート

■ P15　　  意見書

■ P16　　  最近の議会活動、視察来町

■ P17　　  議員紹介

■ P18　　  要望書、編集後記

広報委員　委 員 長　定松弘介
　　　　　副委員長　友田香将雄
　　　　　委　　員　中村秀子　重富邦夫　岸川信義　吉岡正博


